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２００５年３月  
通巻第６号 

 

室室内内合合奏奏団団ククレレメメンンテティィアア友友のの会会会会報報  
発行：室内合奏団クレメンティア友の会事務局 

日 時：2005年4月3日（日）14時開演（13時30分開場）  我孫子市民会館大ホール 

曲 目：シンフォニア第5番ロ短調 Wtoq.185-5（C.P.E.バッハ） 

ブランデンブルグ協奏曲第5番ニ長調（J.S.バッハ） 《 ソリスト：Cem.小林道夫 Fl.湯川和雄 Vl.谷口哲朗 》 

ディヴェルティメント第3番K138 （モーツァルト） 

弦楽の為のセレナード （チャイコフスキー） 

入場料（全席自由）：前売り: 一般…3,500円  高校生以下…1,000円  友の会会員券…3,000円 

当 日: 一般…4,000円  高校生以下…1,000円 

主催・お問い合わせ：室内合奏団クレメンティア友の会（℡：04-7188-1673 山下） 

 
★☆★☆★ コンサート終了後の打ち上げ会のご案内 ☆★☆★☆ 

 コンサートの終了後、演奏者を交えて友の会会員との合同打ち上げ会を開催いたします。よろしければどうぞご出席下

さい。準備の都合、3月30日（水）までに、クレメンティア友の会事務局へお申込み下さい。 

日時：4月3日（日）クレメンティア演奏会終了後（準備に多少の時間がかかりますのでロビーでお待ち下さい。） 

場所：我孫子市民会館大会議室    会費：千円／人（当日打ち上げ会場入り口で集めます） 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

◇ [２００５ ４ ３] 第１回コンサート出演者 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

選り抜きのメンバーによる指揮者をおかない文字通りの純粋なアンサンブルです。 

今までの我孫子にはなかった響き！！ お聴き逃しのなきよう、振るってご来場下さい。 

～1st～Vl.～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

海和 伸子 ：東京都交響楽団 

〇田中 雅子  ：東京都交響楽団 

谷口 哲朗  ：東京都交響楽団 首席奏者 

中丸まどか  ：東京芸大大学院在学 

＊伝田 正秀 ：02年日本音楽コンクール2位 

～2nd～Vl.～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

浅井万水美 ：ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ ｵﾌﾞ ﾄｳｷｮｳﾒﾝﾊﾞｰ 

＊川久保洋子 ：東京芸大大学院在学 

＊白井  圭 ：01年日本音楽コンクール2位 

＊山元  操 ：古典音楽協会 

～Vla.～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

梯  孝則 ：元NHK交響楽団  

中山 良夫 ：東京都交響楽団  

＊青木 史子 ：東京芸大オーケストラ 

＊中島 悦子 ：神戸市室内合奏団 

～Vc.～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

菊地 知也 ：日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団ｿﾛﾁｪﾘｽﾄ 

田中 雅弘 ：東京都交響楽団首席奏者 

松本ゆり子 ：元東京ｼﾃｨｰﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｯｸ管弦楽団 

＊山本  徹  ：東京芸大大学院在学 

～CB.～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

田中 洪至 ：東京カンマーコレーゲン代表 

＊渡辺 玲雄 ：日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団首席奏者 

～Cem．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

平野 智美 ：第13回古楽コンクール 

チェンバロ部門最高位 
 

○ コンサートマスター 

＊ エキストラ 

 

 

 

４月３日、いよいよコンサートです！！ 
 

毎号の会報でお知らせいたしましたように、友の会会員券は、前売りです。 

Ｅメールは別として､事務局の電話、Faxは一台しかありませんので、 

当日近くになりますと、なかなか通じない“お話し中”等の現象が想定されます。 

お早めにお申し込み下さいますよう お願い申しあげます。 

なお、お申し込み葉書は、コンサート前日の４月２日必着でお願いいたします。 

また、コンサート間ぎわに申し込まれた方のチケットは、郵送では間に合いませんので、 

当日、会場受付にお名前を記した封筒に入れて置いておきます。受付でお名前をお申し出ください。 

 



室内合奏団クレメンティア友の会会報 

 

◆ 音響実験コンサート報告 ◆ 

室内合奏団クレメンティア団長・フルート奏者 湯川和雄 

音楽は時間の芸術であると言われていますが、それ

は空間があるという前提であってこそ言えることで

す。 

 

 私は若い頃、無響音室でフルートを吹いたことが

あります。 

フルートの音の分析のため某フルートメーカーの実

験に参加した時のことです。 

 

その部屋は全ての面が、グラスファイバーで反響を

起さない仕組みになっていました。私の立つ床面は鉄

の網で出来ており、１ｍか２ｍ下はやはり他面と同じ

グラスファイバーで埋め尽くされてる、という構造で

した。 

 

そこで吹きますと息をフルートに吹きつける雑音を

身体で感じるだけで、耳からは何も入ってこないとい

う何とも奇妙な現象が起こります。それでも吹かなく

ては仕事になりませんので、とにかく一曲吹きました。 

 

後でマイクが拾った音を聴きますと、ちゃんと音に

なっていたのでほっとしました。空間の反響は大事な

んだなと切実に思いました。 

 

 

市民会館大ホールの音響実験コンサートは無事終わ

りました。 

ステージの音をホールの隅々まで届ける､という第

一目的は達したといっても良いでしょう。その意味で

まずは成功でした。 

あとは音のミックス、ブレンドの為に、この３月、

またまた、市教育文化課、ホール担当者､ふれあい工房

のご協力をあおがなければなりません。 

 

 

◆ 「ふれあい工房」見聞記 ◆ 

2月はじめの日曜日、我孫子市ふれあい工房へ私事(我家

の古くなった椅子の張り替え)のために訪れました。作業

に没頭し、教室２つ位の広さの作業場の片側で作成されて

いるものが何なのか、５～６時間全く自覚がありませんで

した。 

区切りをつけて帰宅しようとしたその時、音響実験コン

サートで市民会館大ホールに設置する反響板（全１５枚）

の内の１枚のボードが立ち上げられているのに遭遇し、

はっとした次第です。 

ふれあい工房では、常時（月曜日定休）３～４人のアド

バイザーと称する方が、訪問者に大工仕事や手作業の助言

をしたり、作業をしたりしています。今回、アドバイザー

の高須さんを中心に、５～６人の市民会館反響板作成チー

ムが組まれた様でした。 

『お世話になります。よろしくお願いします』とお礼を 

申し上げましたところ、『仕事のため皆が揃うのは土、

日だけなので、残り数枚を早期完成させるために急ピッチ

で進めている。大変だよ。』とのお答。 

舞台で見るより(多分！)、間近で見た反響板は、随分と

高くて、大きくて、威力を発揮するだろうとの想像に難く

ない代物でした。まず、それに感激。 

そして、殆どボランティアで作業している、と言っても

いいような仕事(多分)を、快くしてくださるふれあい工房

の方々へ、感謝感謝でした。 

市民ふれあい工房による手作りの応援とは、クレメン

ティアにふさわしい！と更に感激し、 

ふれあい工房を後にしました。 

（事務局 内田淳子） 

 

 

  友の会会員の方からのお便り紹介    
 

★1月30日アビスタでのコンサートを拝聴しました。室内

楽をロビーで気軽に身近に感じた次第です。リタイア後

に「コーラス・グループ」に所属しながら若い頃（大学

生当時からサラリーマン初期）には、「都民劇場」や「森

のコーラス」「うたごえ喫茶」に行ったのが…いつの間

にか「スナック・カラオケ」に変遷していたのを軌道修

正する意味から遅ればせ乍ら取戻しているつもり…。

「クレメンティア」の趣旨に同意させて頂くためにも

「友の会」への入会を希望しますので宜しくおねがいし

ます。 
 

★先月、実験演奏会を拝見させていただきまして妻も感動

しています。更に、４／３の本番を楽しみにしておりま

す。奏者の皆さん、裏方の方、サポートする方・・・本

当にご苦労様です。 

事務局へのお便りやお問い合わせは、下記まで

お寄せ下さい。お待ちしております。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

Ｅメール： clementia_fan-owner@yahoogroups.jp 

Tel・Fax： 04（7188）1673 

〒270-1132 我孫子市湖北台2－7－25 

室内合奏団クレメンティア友の会事務局長  山下広之 

__________________________________________________ 
 

※会員の皆さんがご住所やメールアドレスなどを変更し

た場合は、必ず事務局までお知らせください。 
 

※友の会をお手伝い頂ける方を募集中です。 

ぜひ事務局までご連絡ください。 


